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置」の授業では、「今日の救急事情（ 1 コマ）」と「JRC蘇生ガイドライン2015のポイント（ 1 コマ）」に
ついて医師である専任教員が、「学校管理下における死亡事故（ 1 コマ）」と「養護教諭の対応（ 1 コマ）」
について救急救命士・看護師資格をもつ専任教員が講義を行った。また、救急処置実習は通常 2 コマ連続
で実施しているが、CPR実技指導は 3 回（計 6 コマ）の時間を費やした。
2－1.CPR実技指導の内容について
　今回実施したCPR実技指導は、① 1 回目（ 2 コマ）：傷病者の観察、体位変換　② 2 回目（ 2 コマ）：
BLS手順の復習、胸骨圧迫、AED　③ 3 回目（ 2 コマ）：異物除去、乳児・小児のBLSとし、CPRの手
順は（図 1 ）に示す「市民におけるBLCSアルゴルズム」（以下、「BLCSアルゴルズム」）に基づき、教材





































































































たが、心肺蘇生訓練キット「スクーマン」が一人1台ずつで使用でき、レサシアンQCPR®も 4 人～ 5 人
に 1 体で実習できたこと、つまり心肺蘇生訓練キットや蘇生訓練人形の数が適正であったこともスキル向
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